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障害に関する国際的な分類として「���（������������� ������������� �� ������������ ��������� 

��! "����#）：国際生活機能分類」がある．���は，�		�年 $月，第$回%"&総会において採択さ
れた．���は，単に心身機能の障害により生活機能の障害を分類しようとするのではなく，活動や社
会参加，環境因子に注目している点に特徴がある．���については，障害や疾病を持った人やその家

族，保健・医療・福祉等の幅広い分野の従事者の間で，障害や疾病の状態についての共通理解を可能
とするための活用，さらに障害者に向けたサービスの計画・評価・記録や，障害者に関する統計など
への活用が期待されている．
我々は，���の「活動と参加」の領域に焦点をあて，家族や介護職等による「在宅での日常生活の

記録」を支援することを主たる目的として，���のコード検索やナビゲート機能を有したブラウジン
グツールを開発している．
本研究では，���における用語を電子的に処理可能な形に整理することを目的として，���の項目

と関連のある基本的用語の整理と関連度のスコア付けを行い，用語辞書の開発を行った．用語辞書の
開発は，���の「活動と参加」の領域に限定し，各項目の「項目名」「定義」「含まれるもの」を対象

とした．用語抽出の手順は次のとおりである．（�）「茶 」と「和布蕪」を用いた形態素解析の実施，
（�）形態素解析の結果に対する中川らのルールを用いた複合語（名詞のみ）の抽出，（'）中川らの手
法を用いた複合語の関連度のスコア付け．結果，��(�個の個々の項目と「関連のある基本的用語と
関連度」との関係ペアを定義した．また，抽出精度の評価では適合率����$)，再現率����()を得た．
本用語辞書については，今後，実際の利用を通じて評価する必要がある．

�．はじめに

障害に 関す る国 際的な 分類とし て「���

（������������� ������������� �� ������������ ���*

������ ��! "����#）：国際生活機能分類」がある����．
���は，�		�年 $月，第$回%"&総会において
採択された．���は，単に心身機能の障害により生
活機能の障害を分類しようとするのではなく，活動
や社会参加，環境因子に注目している点に特徴があ
る．���については，障害や疾病を持った人やその
家族，保健・医療・福祉等の幅広い分野の従事者の

間で，障害や疾病の状態についての共通理解を可能
とするための活用，さらに障害者に向けたサービス
の計画・評価・記録や，障害者に関する統計などへ
の活用が期待されている．
���の活用の取り組みの中で情報技術を用いた支

援がある．家族，+,・&,等の医療関係者や教師

等の間で指摘されている共通の課題として，用語の

難しさ，項目数の多さや構造の複雑さ，���の理解
と活用方法の難しさがあげられ，���の利用のため
の支援ツールの必要性があげられている����．これ
に対する取り組みとして，���の項目とイラストを
組み合わせた ��� イラストライブラリーの開発と
%��サイト上での公開��，���活用のための研修の
取り組み��，また渡邉らによる支援ツールの電子化
に関する取り組み������がある．また近年，���は
様々な領域で応用されているが，従来，���チェック

リスト ���を用いて，多職種間での共通理解のため，
当事者の問題を多面的に評価し，ケアプランの方向
性を検討するため，また家族とのコミュニケーショ
ンツールとして活用されている事例が多い����	�．
チェックリストを実践的に用いるためには，様々な
疾患や障害別，限定された場面や年代別等といった
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コアセット・コードセットが必要となる．各領域の
専門家による新たなコアセット・コードセットの作
成には，情報技術により ���のコード検索や構造の
把握・内容の理解を支援することが期待される．

著者らは，これまで ���の「活動と参加」の領域
に焦点をあて，家族や介護職等による「在宅での日
常生活の記録」を支援することを主たる目的として，
���のコード検索やナビゲート機能を有したブラウ
ジングツールの開発を行ってきた�
�．様々な応用
領域における ���の活用を支援するためには，情報
技術を用いた ���の利用が有用であり，そのために
は，���における用語を電子的に処理可能な形に整
理することが必要不可欠である．そこで，本研究で

は，「活動と参加」の領域に限定して，���の項目
と関連のある基本的用語の整理と関連度のスコア付
けを行い，用語辞書の開発を行った．以下，方法と
開発された用語辞書について述べ，本用語辞書の活
用について考察する．

�．用語辞書の開発

　�．�．解析対象データ

���では，健康状況と健康関連状況を記述するた

めの，統一的で標準的な言語と概念的枠組みを提供
することを目的��として，「心身機能」，「身体構造」，
「活動と参加」，それに影響を及ぼす「環境因子」の
観点から，合計���の項目に分類がなされている．
さらに，各項目は「項目名」，「定義」，「含まれるも
の」，「除かれるもの」で構成されている．
本研究では，「活動と参加」の領域'�項目に限定

し，このうち項目名に「その他の特定の」，「詳細不
明の」が含まれていない�$(項目を解析対象とし，各

項目の「項目名」，「定義」，「含まれるもの」を �対
象文とした．���の電子化にあたっては，「障害者
福祉研究会：���国際生活機能分類-国際障害分類
改定版-」��を参考とした．

　�．�．用語抽出の方法

以下，用語抽出の手順について述べる．

　　�．�．�．形態素解析の実施

まず，対象文の形態素解析を行った．形態素解析
器としては，奈良先端科学技術大学院大学で開発され
ている茶 .�������������と和布蕪 .������	��(���

を用いた．また解析用日本語辞書は �+/��� .��*

������
�	���を使用した．
今回用いた茶 のバージョンでは，デフォルトで

「名詞�数：（漢数字，算用数字，何（回），数（)），幾
（夜））」，「記号�アルファベット：（英語のアルファ

ベット（大文字，小文字））」は �文字単位で処理さ
れるため，これらの品詞の時は連結処理するように
辞書の設定を変更した．

　　�．�．�．複合語の抽出

形態素解析の結果に対して，中川らのルール ������

を用いた複合語（扱う品詞は名詞のみとする）の抽
出を行う．表 �に複合語抽出ルールを示す．基本的
に，形態素に付加された品詞情報を基に，連続する
単名詞を抽出するルールとなっている．以下では，
抽出した複合語を「基本的用語」とよぶ．

　　�．�．�．基本的用語の関連度のスコア付け

基本的用語の関連度のスコア付けには，情報処理
分野において代表的な専門用語抽出法である �01

法���を用いた．この手法は，候補語（単名詞と単
名詞のみからなる複合名詞）の出現頻度と連接頻度
に着目した，中川らの提案する手法である．以下に
文献���における定義を示す．
単名詞��，��，� � �，��がこの順で連接した複合

名詞を�� と表す．�2��3で，�� の単独の出現
頻度を表す．また，��2��3で「単名詞�の左方に

連接して複合名詞を形成する全単名詞の頻度と単名
詞� の右方に連接して複合名詞を形成する全単名詞
の頻度の相乗平均」を表す．このとき，���2��3

と，��2��3を次のように定義する．

���2�3 4 �2��3� ��2��3

��2��3 4 2

��

���

2��2��3 5 �32��2��3 5 �33
�

��

��は左右の連接頻度を用いたスコア付け方法を
意味する．���は��（連接頻度）法に候補語の単

独出現数を考慮したスコア付け方法を意味する．
スコア付けの例として，ここで表 �に示す「問題

解決（!�
$）」を取り上げると，基本的用語「解決」
の関連度は次のように計算される．
（�）「解決」の左方に連接する全単名詞の頻度を計

算すると「 �」，
（�）「解決」の右方に連接する全単名詞の頻度を計

算すると「 」，
（'）（�）と（�）の相乗平均を計算すると「'��(」，

（）「'��(」に「解決」が単独で出現する頻度「 �」
を掛けると「(�'�」．よって，「問題解決（!�
$）」
における基本的用語「解決」の関連度は「(�'�」
とスコア付けされる．
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表 � 中川らの複合語抽出ルール

   

  

  

   

   

   

  

 

  

   

  

    

   

  

 

   

  

 

（���品詞形態に準拠）

実際の処理は，中川らの提案する手法をモジュール
化した ,��678����� .�������	����を用いて行っ
た（,��678�����は形態素解析の入力として茶 や
和布蕪の出力を用いる）．

　�．�．基本的用語の抽出結果

�．�．節「用語抽出の方法」に基づいて，�．�．
節「解析対象データ」で述べた�$(文に対し基本的
用語の抽出と関連度のスコア付けを行った．
基本的用語の抽出は，「茶 」と「和布蕪」による

形態素解析結果の差分語と複合語の差分用語を基本
とし，これについて妥当性の検討を行った．差分語
の確認では，妥当性は，「○：妥当，×：不適切」と
し，評価基準は複合語が「文章中で単独で使用され
ているかどうか」，「日本語の意味としての適切さ」

とした．差分用語の確認では，妥当性は，「○：妥
当，△：訂正して使用可，×：不適切」とし，評価
基準は複合語が「文章中で単独または他の用語の部
分として使用されているかどうか」，「日本語の意味
としての適切さ」とした．確認の結果，表 'と表 

に示すように「和布蕪」の方が良い結果を示し，「和

布蕪」を採用することとした．抽出の結果，�$(文
から基本的用語は��(�用語抽出され（重複を除く
と��	��用語），今回対象とした「活動と参加」の領
域�$(項目の個々の項目と「関連のある基本的用語
と関連度」との関係ペア，��(�個が得られた．得ら
れた関係の例を表 $に示す．
得られた��(�個の基本的用語が元の文から正し

く抽出されているか，評価を行った．元の�$(文の
中から「活動と参加」の領域の第�章から第 章の
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表 � 項目コード「問題解決（����）」の定義文

    

 

表 � 形態素解析結果の差分語の妥当性の比較結果

���文を選定し，手作業により作成した正解用語と
システムの抽出結果を比較した．比較の結果，表(

に示すとおり適合率����$)，再現率����()となっ
た．ただし，ここで適合率とは，「システムが抽出し
た用語数」における「システムが抽出した用語のう
ち手作業により作成した正解用語と一致した数」の
占める割合を言う．再現率とは，「手作業により作
成した正解用語数」における「システムが抽出した

用語のうち手作業により作成した正解用語と一致し
た数」の占める割合を言う．

�．用語辞書を用いた ���のコード検索機能

開発した用語辞書を用いた ���のコード検索機
能を ���ブラウジングツールに実装した．���ブ
ラウジングツールとは，���の構造を熟知していな
い利用者であっても，���の構造の理解の一助とな
ること，および目的とする ���のコードに容易にた

どり着くことを可能とするために，グラフィカルな
インターフェースを実現し，直感的に ���の構造を
たどって目的とする ���のコードに到達するための
ナビゲーション機能や，キーワード検索による ���

のコードへの到達を支援する機能をブラウザ上で利
用できるツールである．
検索例を図 �に示す．���のコード検索画面で，

テキストボックスにキーワード入力すると，キー
ワードに関連のある「���のコード」と「項目名」
をスコアの高い順に結果として表示する．さらに，
���のコードをクリックすることにより詳細情報の
表示ができる．また，一致する用語がない場合は，
キーワードを含む全文検索を行うこととした．

�．考察

　�．�．開発した用語辞書の評価と課題

���の「活動と参加」の領域に限定し，項目と関
連のある基本的用語の整理と関連度のスコア付けを
行うことで，��(�個の個々の項目と「関連のある基
本的用語と関連度」との関係ペアを定義した用語辞
書の開発を行うことができた．
基本的用語の抽出過程において，形態素解析の結

果には，一部，不適当なものが含まれた．例えば，
「ペットと家畜の毛づくろいや餌をあげること」（項
目名「家庭用品の管理（!($	）」の一文）について
は，「毛：名詞�一般」，「づく：動詞�自立」，「ろ：名
詞�一般」，「いや：接続詞」，「餌：名詞�一般」とい
う誤った形態素解析結果（和布蕪），から複合語が抽

表 � 複合語の差分用語の妥当性の比較結果
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表 � 個々の項目と「関連のある基本的用語と関連度」との関係ペア �一部	

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出される，などである．これらの用語については形
態素解析用ユーザ辞書の作成により対応している．

本手法による抽出精度の評価では適合率����$)，
再現率����()を得たが，さらに複合語抽出ルールの
見直し等による自動抽出の方法に改善をはかる必要
がある．また，現在は「活動と参加」の領域のみの
辞書であるが，順次「環境因子」，「心身機能」，「身体
構造」の領域についても追加していく予定である．

表 
 精度評価の結果
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図 � ��のコード検索の例

　�．�．���の活用支援

開発した用語辞書を用いて，���のコード検索を
支援し，���の構造をたどって目的とする ���の
コードに導く，���ブラウジングツールを開発した．

「はじめに」で述べたように，情報技術を用いた ���

の活用に関する様々な研究がなされている��������．
情報技術による利用支援の必要性は高く，本用語辞
書は，その一助となるものと期待される．
徳永は ���全般に関する国内外での活用動向を次

の $つの観点から整理している．（�）コーディング
（/．専門職種等が独自に行った評価結果から ���

コードへの変換・評価点の付与を行う方法，9．初
めから ���のコードを用いて評価する方法）による

ケースの評価への活用，（�）医療情報のデータ化に
よる整理及び管理への活用，（'）コードセット・コア
セットを用いた活用，（）統計ツールとしての活用，
（$）概念的枠組みを用いた活用����．実際の取り組
みでは，（'）のコードセットである ���チェックリ
スト ���を用いて評価した結果を，（$）の概念的枠組
みで当事者の生活状況の全体像を表現し，多職種間
での共通理解のための共通言語，当事者の問題を多
面的に評価およびケアプランの方向性の検討，家族

とのコミュニケーションツール等に活用されている

例が多い����	�．しかし，チェックリストを実践的
に用いるためには，様々な疾患や障害別，限定され
た場面や年代別等といったコアセット・コードセッ
トが必要となる．そこで，特に各領域の専門家が新

たなコアセット・コードセットを作成する際の支援
ツールとして，���のコード検索や構造の把握・内
容の理解に本ツールの利用が期待される．さらに，
当事者の生活状況を各領域の専門家等が独自に行っ
た評価結果や，概念的枠組みで当事者の生活状況が
表現されているが自由形式で記述されておりコード
化されていない場合，コード変換の補助ツールとし
ての利用が期待される．
本用語辞書については，今後，実際の利用を通じ

て評価する必要がある．

�．まとめ

���の用語の多面的な利用を可能とするために，
本用語辞書の構築にあたり，���の項目と関連のあ
る基本的用語の整理と関連度のスコア付けを行い，
���の体系と用語を電子的な取り扱いが可能な電子
用語辞書の開発を行った．結果として，��(�個の
関係ペアを定義した．

また，ブラウジングツールに本用語辞書を取り込
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み，ブラウザ上で利用できる環境を提供した．
基本的用語の抽出において，形態素解析の結果に

は，一部，不適当なものが含まれ，自動抽出の方法
に改善をはかる必要があるが，抽出精度の評価では

適合率����$)，再現率����()を得た．
情報技術を用いた ���の活用支援の意義は大き

く，本ツールにより利用促進が期待される．今後，

実際の利用を通じて評価し必要に応じて改善をはか
る必要がある．
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